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こ
の
秋
は
近
代
日
本
画
の
名
品
の
数
々
を
ご
堪
能
く
だ

さ
い
。

　

江
戸
琳
派
と
京
都
画
壇
の
流
れ
を
汲
み
、
き
ら
め
く
宝

石
の
よ
う
な
花
鳥
画
を
の
こ
し
た
石
崎
光
瑤
。
明
治
十
七

年
、
富
山
県
福
光
町（
当
時
）
に
生
ま
れ
た
石
崎
光
瑤
は
、

江
戸
琳
派
の
流
れ
を
汲
む
金
沢
在
住
の
山
本
光
一
に
十
二

歳
で
師
事
。
金
沢
に
居
を
移
し
、
本
格
的
に
日
本
画
の
基

礎
を
学
び
ま
し
た
。
十
代
で
北
陸
を
は
な
れ
、
二
十
歳
を
前

に
京
都
の
竹
内
栖
鳳
に
入
門
。
文
展
、
帝
展
を
舞
台
に《
燦

雨
》《
熱
国
妍
春
》《
白
孔
雀
》
な
ど
、
絢
爛
た
る
装
飾
性
と
、

確
か
な
描
写
力
に
裏
打
ち
さ
れ
た
作
品
世
界
を
発
表
し
、

注
目
さ
れ
る
存
在
と
な
り
ま
し
た
。
本
展
で
は
石
崎
光
瑤

を
軸
に
、
熱
気
溢
れ
る
近
代
の
日
本
画
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
第
一
章「
光
瑤
誕
生
」
で
は
猪い

四し

一い
ち

少
年
が
山
本

光
一
に
師
事
し
、
光
瑤
と
し
て
画
業
を
ス
タ
ー
ト
し
た
頃

を
師
山
本
光
一
の
作
品
と
と
も
に
辿
り
ま
す
。
光
瑤
芸
術

の
装
飾
性
は
江
戸
琳
派
の
山
本
光
一
無
く
し
て
は
誕
生
し

得
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

　

第
二
章
を「
先
駆
す
る
日
本
画
家
た
ち
」
と
し
て
京
都
の

師
竹
内
栖
鳳
や
、
そ
の
同
世
代
の
画
家
た
ち
を
紹
介
し
ま

す
。
幸
野
楳
嶺
門
下
の
う
ち
、
四
天
王
を
謳
わ
れ
た
竹
内

栖
鳳
、
都
路
華
香
、
菊
池
芳
文
を
展
観
。
ま
た
今
尾
景
年
、

山
本
春
挙
の
優
品
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

第
三
章
は「
躍
動
す
る
日
本
画　

光
瑤
の
生
き
た
時
代
」

と
し
て
光
瑤
の
代
表
作
を
中
心
に
、
西
山
翠
嶂
や
西
村
五

雲
と
い
っ
た
栖
鳳
の
次
に
京
都
画
壇
を
担
っ
た
作
家
も
紹

介
し
ま
す
。
そ
し
て
学
友
で
あ
る
土
田
麦
僊
や
村
上
華
岳

と
い
っ
た
こ
の
時
代
を
動
か
し
た
青
年
画
家
の
熱
気
を
感

じ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
名
声
を
得
始
め
た
上
村
松
園
の
、

こ
の
時
期
の
代
表
作
も
展
示
し
ま
す
。

　

第
四
章「
次
代
へ
の
展
望
」
で
は
、
光
瑤
以
降
に
京
都
画

壇
を
背
負
っ
て
立
っ
た
、
ま
さ
に「
綺
羅
星
の
ご
と
き
」
日

本
画
家
た
ち
の
作
品
を
展
観
し
ま
す
。
以
上
、
四
つ
の
章

を
二
十
二
作
家
三
十
二
作
品
で
ご
覧
い
た
だ
き

ま
す
。
そ
し
て
、
今
回
は
二
階
第
六
展
示
室
に
序

章「
石
川
と
京
都
」
と
題
し
た
第
二
会
場
を
設
け

ま
し
た
。

　

当
展
の
名
称
は「
燦
め
き
の
日
本
画
」。
こ
の
読
み
方
に
つ
い
て
、
問
合
せ
が
時
折
あ
り
ま
す
。「
き
ら
め
き
の
に

ほ
ん
が
」
と
読
む
の
で
す
が
、
引
っ
か
か
る
の
は「
燦
」
と
い
う
文
字
。
一
般
的
に「
き
ら
め
き
」
に
は「
煌
」
を
あ
て

る
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。「
燦
」
は
白
い
米
が
き
ら
き
ら
と
ひ
か
る
様
子
を
表
し
て
い
ま
す
。
展
覧
会
名
に
こ
の

「
燦
め
き
」を
あ
て
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
石
崎
光
瑤
の
代
表
作《
燦
雨
》（
表
紙
）か
ら
。
そ
こ
に
描
か
れ
る
南
国
に
降

り
注
ぐ
ス
コ
ー
ル
。
き
ら
き
ら
輝
く
雨
に
は「
燦
」
と
い
う
文
字
が
よ
く
あ
い
ま
す
。
少
年
時
代
、
こ
の
絵
に
衝
撃

を
受
け
た
上
村
松
篁
が
、
五
十
年
の
時
を
経
て
発
表
し
た
も
う
ひ
と
つ
の《
燦
雨
》
も
こ
の
た
び
展
示
し
ま
す
。
光

瑤
、
松
篁
い
ず
れ
の
愛
好
家
も
魅
了
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

上村松園《花》　姫路市立美術館蔵 石崎光瑤《花鳥の図》　富山県水墨美術館蔵

学芸員の眼

―石崎光瑤と京都の画家たち―　
主催：石川県立美術館、協力：南砺市立福光美術館

後援：北國新聞社、NHK金沢放送局、北陸放送、石川テレビ放送、テレビ金沢、北陸朝日放送
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木島櫻谷《咆哮》　（右隻）重文《黒漆螺鈿鞍》　白山比咩神社蔵

序
章
「
石
川
と
京
都
」

　

石
川
県
の
近
代
日
本
画
を
眺
め
る
と
き
、
金
沢
区
工
業

学
校
（
現
在
の
石
川
県
立
工
業
高
等
学
校
）
と
東
京
美
術
学

校
の
パ
イ
プ
、
そ
し
て
京
都
画
壇
と
の
交
流
を
中
心
と
し

た
パ
イ
プ
の
二
本
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
い
え

ま
す
。

　

序
章
で
は
そ
の
う
ち
、
垣
内
雲
嶙
ら
に
よ
っ
て
京
都
四

条
派
が
石
川
に
流
入
し
て
き
た
時
代
、
紺
谷
光
俊
ら
石
川

か
ら
京
都
へ
修
行
に
で
た
画
家
た
ち
の
様
子
、
そ
し
て
池

田
瑞
月
ら
に
よ
る
石
川
と
京
都
の
交
流
を
、
当
館
所
蔵
品

を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。
そ
し
て
、
安
嶋
雨
晶
や
京
都
の

重
鎮
西
山
英
雄
ら
の
作
品
か
ら
、
現
代
に
つ
な
が
る
京
都

と
石
川
の
時
代
的
な
流
れ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

講
演
会

「
京
都
画
壇
」

　

講
師
／
尾
﨑
眞
人
氏

 

（
京
都
市
美
術
館
学
芸
課
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
）

九
月
二
十
四
日
（
日
）
十
三
時
三
十
分
～　

入
場
無
料
、
申
込
不
要　

当
館
ホ
ー
ル

観
覧
料

一　

般　
　

一
〇
〇
〇
円
（
八
〇
〇
円
）

大
学
生　
　
　

八
〇
〇
円
（
五
〇
〇
円
）

高
校
生
以
下　

無
料

（　

）
内
は
二
十
名
以
上
の
団
体
割
引

　

石
川
県
に
は
、
歴
史
的
あ
る
い
は
芸
術
的
に
優
れ
た
貴

重
な
文
化
財
が
数
多
く
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
江

戸
時
代
に
加
賀
藩
主
と
な
っ
た
前
田
家
の
文
化
的
施
策
が

大
き
な
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
歴
史
的
背
景

を
基
盤
と
す
る
と
こ
ろ
の
石
川
の
文
化
風
土
は
、
芸
術
・
文

化
全
般
に
対
す
る
高
い
関
心
と
い
う
か
た
ち
で
今
日
に
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
重
要
文
化
財
と
し
て
建
造
物
四
十
四
件
・
八
十
二

棟
、
国
宝
二
件
を
含
む
美
術
工
芸
品
八
十
八
件
が
石
川
県

に
所
在
し
て
い
ま
す
。
分
野
別
に
み
る
と
、
絵
画
九
件
、
彫

刻
十
七
件
、
工
芸
品
二
十
三
件
、
書
籍
・
典
籍
二
十
一
件
、

古
文
書
十
件
、
考
古
資
料
八
件
と
い
う
内
訳
で
す
。
美
術

工
芸
品
の
数
で
は
全
国
二
十
一
位
に
相
当
し
、
北
陸
で
は

富
山
の
三
十
件
、
福
井
の
八
十
一
件
を
上
回
っ
て
最
大
数

を
誇
っ
て
い
ま
す
。
建
造
物
も
十
七
位
と
上
位
に
位
置
づ

け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
文
化
財
が
伝
わ
る
理
由
と
し
て
、
前
田
育

徳
会
・
尊
經
閣
文
庫
が
所
蔵
す
る
国
宝
・
重
要
文
化
財
が

九
十
九
点
に
も
及
ぶ
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
加
賀

藩
主
前
田
家
の
文
化
政
策
が
大
い
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

前
田
家
が
収
集
し
、
育
成
し
た
数
々
の
名
品
が
、
時
代
を
超

え
て
今
日
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

今
回
は
、
第
一
展
示
室
の《
色
絵
雉
香
炉
》
と
あ
わ
せ
て

白
山
比
咩
神
社
所
蔵
の《
剣　

銘
吉
光
》
を
公
開
し
ま
す
。

本
県
に
現
在
二
件
所
在
す
る
国
宝
を
同
時
に
見
る
こ
と
の

で
き
る
ま
た
と
な
い
機
会
と
な
り
ま
す
。

石川の文化財 
10月6日（金）～11月7日（火）　会期中無休

燦
き ら

めきの日本画
9月23日（土・祝）～10月22日（月）　会期中無休

第2展示室 1Ｆ企画展示室
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「
百
工
」と
は
、
諸
種
の
工
芸
、
あ
る
い
は
工
匠
の
意
味
で
あ

り
、「
比
照
」
と
は
比
較
対
照
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と

が
示
す
よ
う
に
、《
百
工
比
照
》は
加
賀
藩
五
代
藩
主
・
前
田
綱

紀
が
朱
子
学
に
よ
り
動
機
付
け
ら
れ
て
編
集
し
た
工
芸
の
百

科
事
典
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

内
容
は
工
芸
の
各
分
野
に
わ
た
り
、
紙
類
、
貼
付
唐
紙
類
、

表
紙
類
、
外
題
紙
類
、
金
色
類
、
木
之
類
、
蒔
絵
梨
子
地
塗
色

類
、
色
漆
類
、
革
類
、
織
物
類
、
小
紋
類
、
打
糸
類
、
竹
類
、
羽

織
類
絵
図
、
旗
指
物
類
絵
図
、
甲
冑
籠
手
佩
楯
類
絵
図
、
馬
具

類
絵
図
、
作
紋
類
絵
図
、
巻
物
軸
象
牙
籤
等
、
染
色
類
、
金
具

類（
屏
風
長
持
金
具
・
彫
金
押
金
・
引
手
・
釘
隠
・
取
手
）
な
ど
が

十
一
の
箱
と
付
属
す
る
二
つ
の
箱
に
分
類
整
理
さ
れ
て
収
め

ら
れ
、
総
点
数
は
二
千
点
以
上
に
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は

各
地
の
産
物
を
購
入
し
た
も
の
や
、
詳
細
な
指
示
を
し
て
作

ら
せ
た
も
の
、
ま
た
実
際
に
建
築
に
用
い
ら
れ
て
い
た
金
具

類
な
ど
の
実
物
資
料
と
、
実
物
で
は
な
く
図
示
し
た
も
の
や

雛
形
な
ど
今
日
の
デ
ザ
イ
ン
見
本
帳
に
相
当
す
る
も
の
と
の

二
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
前
期
か
ら

中
期（
十
七
～
十
八
世
紀
）に
か
け
て
の
工
芸
技
術
の
実
態
を

今
日
に
伝
え
る
極
め
て
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
工
芸
王
国
石

川
の
象
徴
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
に
開
催
し
た「
加
賀
前
田
家　

百
万
石
の

名
宝
」
展
で
は
重
要
文
化
財《
百
工
比
照
》
の
ほ
ぼ
全
貌
を
公

開
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
二
期
に
分
け
て
第
一
号
箱
か
ら
第

三
号
箱
の
ほ
ぼ
全
体
と
、
第
五
、六
号
箱
の
主
要
部
分
を
紹
介

し
ま
す
。
各
箱
の
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
一
号
箱
： 

紙
類
・
金
色
類
・
木
之
類
・
漆
類
・
皮
類
・ 

染
織
類
・
竹
類

第
二
号
箱
：
陣
羽
織
・
武
具
・
紋
章
類
絵
図
等

第
三
号
箱
：
金
具
類

第
五
号
箱
：
釘
隠
・
引
手

第
六
号
箱
：
七
宝
釘
隠
（
鳥
籠
・
虫
籠
・
花
籠
）

　

春
季
の
企
画
展「
よ
み
が
え
っ
た
文
化
財
」で
は
、
日
本
史
上
屈
指
の
学
者
大
名
と
も
言
え
る
前
田
綱
紀
に
よ
る
体
系

的
な
書
物
収
集
と
修
復
が
、
朱
子
学
の
思
想
に
立
脚
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
し
て
綱
紀
が
編
集

し
た「
百
工
比
照
」に
も
、
朱
子
学
の
影
響
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
朱
子
学
は
、
あ
ら
ゆ
る
事
物
の
理
を
究
め
、
知
る
こ
と
を

説
き
ま
す
。
そ
こ
で
動
・
植
・
鉱
物
な
ど
自
然
界
に
存
在
す
る
も
の
の
博
物
学
的
理
解
の
上
に
、
そ
れ
ら
を
素
材
と
し
て

加
飾
を
行
う
人
間
の
芸
術
的
な
活
動
の
根
底
に
あ
る
理
を
追
究
し
た
の
が《
百
工
比
照
》だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。《
百
工
比
照
》
は
加
賀
藩
御
細
工
所
工
人
の
た
め
の
制
作
見
本
だ
っ
た
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
作
品
に
残
さ

れ
た
痕
跡
を
見
る
と
綱
紀
の
最
終
目
的
は
そ
こ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
よ
り
学
術
的
な
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

学芸員の眼

10月6日（金）～11月7日（火）　会期中無休

前田育徳会尊經閣文庫分館

百工比照Ⅰ

重文《百工比照》より「江戸御成書院釘隠」

前田育徳会蔵重文《百工比照》より「小松葭嶋寺作御書院引手釘隠」　前田育徳会蔵



BIJUTSUKAN DAYORI  No .4085

　

明
治
三
十
八
年
、
金
沢
に
生
ま
れ
た
高
橋
介
州
は
、
大
正

十
三
年
、
県
外
派
遣
実
業
練
習
生
の
第
一
回
生
と
し
て
東
京

美
術
学
校（
現
東
京
藝
術
大
学
）の
聴
講
生
と
な
り
ま
す
。
こ

の
時
の
実
習
生
に
は
他
に
、
漆
工
の
小
松
芳
光
や
染
織
の
成

竹
登
茂
男
が
い
ま
し
た
。
高
橋
は
東
京
で
金
工
家
の
海
野
清

に
師
事
し
、
金
工
を
基
礎
か
ら
学
び
ま
し
た
。
昭
和
四
年
に

は
金
沢
市
産
業
課
の
金
属
業
界
指
導
員
に
な
る
と
同
時
に
教

師
と
し
て
職
に
就
き
、
同
年
第
十
回
帝
展
に
初
入
選
、
以
来

新
文
展
、
日
展
等
に
旺
盛
に
出
品
し
ま
す
。
十
六
年
に
は
石

川
県
工
芸
指
導
所
所
長
に
着
任
し
、
戦
中
の
厳
し
い
情
勢
の

中
、
県
内
の
工
芸
保
護
に
尽
力
し
ま
し
た
。
戦
後
は
石
川
県

美
術
文
化
協
会
理
事
長
や
当
館
の
前
身
で
あ
る
石
川
県
美
術

館
の
館
長
を
つ
と
め
、
県
内
工
芸
界
を
リ
ー
ド
し
な
が
ら
、

失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
加
賀
象
嵌
の
技
術
伝
承
に
刻
苦
し
ま

す
。
五
十
七
年
に
は
加
賀
象
嵌
で
石
川
県
指
定
無
形
文
化
財

保
持
者
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
橋
の
作
品
は
、
加
賀
象
嵌
の
伝
統
を
ふ
ま
え
た
平
象
嵌

の
端
正
か
つ
精
緻
な
仕
上
げ
と
、
無
駄
の
な
い
洗
練
さ
れ
た

デ
ザ
イ
ン
が
特
徴
で
す
。
時
代
に
即
し
た
伝
統
の
再
構
築
を

果
た
し
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

本
展
は
平
成
十
六
年
の
逝
去
か
ら
初
め
て
の
特
別
陳
列
で

す
。
高
橋
の
作
品
を
約
二
十
点
陳
列
し
、
そ
の
わ
ざ
を
ご
覧

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
石
川
県
の
工
芸
界
の
指
導
者
と
し
て

の
足
跡
も
振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
高
橋
に
師
事
し
、
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者（
人

間
国
宝
）と
な
っ
た
中
川
衛
を
は
じ
め
と
し
、
県
内
で
活
躍
す

る
作
家
た
ち
の
作
品
も
あ
わ
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
藩
政
期

か
ら
受
け
継
が
れ
つ
つ
、
現
在
も
な
お
展
開
し
て
い
く
加
賀

象
嵌
の
魅
力
を
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

加
賀
象
嵌
の
始
ま
り
は
、
藩
政
期
の
御お

細さ
い

工く

所し
ょ

に
遡
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
御
細
工
所
は
十
七
世
紀
初
頭
に
武
具

等
の
補
修
の
た
め
に
組
織
さ
れ
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
各
種
職
人
ら
が
藩
の
御
用
に
応
じ
て
わ
ざ
を
磨
く
場
所
と
し
て

発
展
し
ま
し
た
。
中
で
も
象
嵌
を
施
し
た
鐙

あ
ぶ
み

は
加
賀
国
の
名
産
品
と
し
て
名
を
馳
せ
、
武
家
の
間
で
高
級
贈
答
品
と
し

て
持
て
は
や
さ
れ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
明
治
維
新
に
よ
っ
て
武
家
の
需
要
に
頼
っ
て
い
た
金
工
業
界
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
、
多
く
の
加
賀
象

嵌
の
職
人
が
廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
加
賀
象
嵌
は
、
輸
出
品
や
高
級
品
の
製
造
で
な
ん
と
か
命
脈
を
保
ち
ま

す
が
、
世
界
恐
慌
に
よ
る
不
況
や
続
く
太
平
洋
戦
争
に
伴
う
資
材
制
限
で
、
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
ま
す
。

　

戦
後
、
ど
ん
ど
ん
と
消
え
ゆ
く
加
賀
象
嵌
の
わ
ざ
は
、
高
橋
介
州
ら
作
家
の
奮
闘
に
よ
っ
て
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

学芸員の眼

10月6日（金）～11月7日（火）　会期中無休

第5展示室［工芸］

高橋介州と
加賀象嵌のあゆみ

高橋介州　《象嵌雉香炉》　石川県七尾美術館蔵（池田コレクション）勝国《銀象嵌水車文鐙　銘加州住勝國作》
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石
川
な
い
し
石
川
ゆ
か
り
の
絵
画
彫
刻
作
品
に
つ
い
て
考

え
る
と
圧
倒
的
に
具
象
作
品
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。
具
象
と

は
は
っ
き
り
と
し
た
形
や
姿
を
備
え
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
抽

象
の
反
対
語
で
す
。
そ
し
て
具
象
作
品
は
、
具
体
的
で
は
あ
る

が
想
像
で
創
作
し
た
作
品
と
、“
人
や
風
景
、
事
物
”を
凝
視
し

て
創
作
し
た
作
品
と
に
大
別
す
る
と
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ

ら
に
後
者
は
対
象
へ
の
忠
実
度
が
強
け
れ
ば
写
実
作
品
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
優
品
選
は
写
実
も
含
め
、“
も
の
”と
対
峙
し
た
作
品

を
主
体
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
日
本
画
で
は
稲
元
実
の《
季

節
は
お
わ
り
ぬ
》、
百
々
俊
雅
の《
夢
想
》、
仁
志
出
龍
司
の《
生

生
》
を
展
示
し
ま
す
。
稲
元
の
楽
し
げ
な
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド

を
描
き
な
が
ら
、
よ
き
時
代
の
終
わ
り
を
示
唆
す
る
暗
く
波

乱
を
含
ん
だ
表
現
は
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
す
る

画
家
の
決
意
の
表
れ
で
し
ょ
う
か
。

　

洋
画
で
は
鴨
居
玲
の《
望
郷
を
歌
う（
故
高
英
洋
に
）》、
小

田
根
五
郎
の《
ミ
ラ
ノ
・
ド
ゥ
オ
モ
》、
藤
森
兼
明
の《
ビ
ザ
ン
ツ

へ
の
マ
ド
リ
ガ
ル
》
等
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
鴨
居
の《
望
郷

を
歌
う
》
は
、
少
年
時
代
を
ソ
ウ
ル
で
過
ご
し
、
韓
国
人
の
友

人
の
多
い
鴨
居
が
、
望
郷
の
ア
リ
ラ
ン
を
熱
唱
す
る
イ
・
ス
ン

ジ
ャ
氏
の
姿
に
感
銘
を
受
け
て
描
い
た
作
品
で
す
。
ど
こ
か

う
ら
ぶ
れ
た
姿
を
描
く
こ
と
の
多
い
作
者
に
は
稀
な
、
雄
々

し
く
上
昇
感
に
溢
れ
た
、
鴨
居
の
代
表
作
の
一
つ
で
す
。

　

彫
刻
で
は
中
村
晋
也
の《
ミ
ゼ
レ
ー
レ
Ⅵ
》
等
を
展
示
い
た

し
ま
す
。
ミ
ゼ
レ
ー
レ
と
は
、
慈
悲
を
願
う
祈
り
を
意
味
し
ま

す
。
下
げ
た
手
を
揃
え
て
広
げ
、
つ
ま
先
立
つ
若
い
女
性
の
姿

に
は
、
神
に
す
べ
て
を
ゆ
だ
ね
る
ひ
た
む
き
で
敬
虔
な
お
も
む

き
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

本
展
は
館
蔵
品
を
中
心
と
す
る
絵
画･

彫
刻
作
品
に
お
い

て
、
新
た
な
表
現
を
試
行
し
、
定
型
か
ら
脱
し
て
斬
新
な
形

状
や
ス
タ
イ
ル
を
採
る
作
品
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
も
の
で
、

特
に
絵
画
作
品
で
は
既
存
の
額
に
収
め
ず
自
由
な
形
を
採
る

作
品
を
、
ま
た
彫
刻
で
は
直
接
、
床
に
置
い
た
り
壁
に
掛
け
る

等
、
作
品
の
在
り
方
や
設
置
に
注
目
し
た
展
示
で
す
。

　

さ
て
歴
史
的
に
近
代
絵
画
を
推
し
進
め
た
側
面
的
な
要
素

の
一
つ
に
額
絵
の
存
在
が
見
え
ま
す
。
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
か
ら

絵
画
は
キ
ャ
ン
バ
ス
へ
と
移
行
を
進
め
ま
す
。
テ
ー
マ
や
モ

チ
ー
フ
の
多
様
化
と
も
相
俟
っ
て
、
絵
画
は
額
を
纏
う
こ
と

に
よ
り
、
建
築
装
飾･

堂
宇
荘
厳
な
ど
の
固
定
的
な
役
割
か
ら

脱
し
、
近
代
化
を
進
め
ま
し
た
。
展
示
で
は
、
キ
ャ
ン
バ
ス（
支

持
体
）に
絵
の
具
に
よ
る
描
写
と
い
う
既
存
ス
タ
イ
ル
か
ら
離

れ
、
様
々
な
支
持
体
や
塗
料
・
素
材
を
用
い
、
多
彩
な
形
状
を

示
す
作
品
を
取
り
上
げ
、
既
成
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
様
々

な
表
現
の
絵
画
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
一
方
、「
台
座
か
ら

降
り
た
彫
刻
」
は
現
代
彫
刻
の
特
徴
を
指
す
言
葉
の
一
つ
で

す
。
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
芸
術
性
や
権
威
付
け
が
付
与
さ
れ
る

装
置
で
も
あ
る
台
座
か
ら
降
り
る
こ
と
は
、
鑑
賞
者
の
視
点

と
同
じ
空
間
に
自
立
す
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
そ
こ
で
は

ア
ー
ト
と
し
て
の
存
在
性
や
社
会
性
、
ま
た
作
品
の
回
り
の

環
境
と
の
融
合
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

展
示
で
は
現
代
美
術
の
発
展
が
、
見
せ
る
た
め
に
機
能
し

た
装
置
や
ス
タ
イ
ル
か
ら
脱
し
、
新
た
な
展
開
へ
の
歩
み
を

紹
介
す
る
も
の
で
す
が
、
逆
説
的
に
作
品
と
し
て
存
在
す
る

た
め
の
額
や
台
座
の
意
味
も
改
め
て
問
い
直
し
て
も
み
る
も

の
で
す
。

仁志出龍司《生生》 加藤安佐子《影》

10月6日（金）～11月7日（火）　会期中無休

第3・4・6展示室

10月6日（金）～11月7日（火）　会期中無休

第4展示室

優品選【近現代絵画・彫刻】
額から出た絵画
台座から降りた彫刻たち
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■
展
示
室
で
ス
ケ
ッ
チ
GO
！　

申
込
不
要
、
当
日
受
付

９
日
（
月
・
祝
）

午
後
１
時
〜
３
時

21
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
土
曜
講
座　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜　

美
術
館
講
義
室　

聴
講
無
料

14
日
（
土
）

加
賀
象
嵌
と
高
橋
介
州　
　
　
　
　
　

中
澤
菜
見
子　

学
芸
員

■
映
像
ギ
ャ
ラ
リ
ー　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜　

美
術
館
ホ
ー
ル　

入
場
無
料

１
日
（
日
）

「
日
本
の
美
10　

光
と
影
」
28
分

「
洋
画
と
日
本
画　

日
本
近
代
美
術
の
出
発
」
25
分

15
日
（
日
）

「
日
本
画
の
伝
統
と
変
革
」
25
分

「
日
本
の
巨
匠
シ
リ
ー
ズ　

上
村
松
篁
」
15
分

「
日
本
の
巨
匠
シ
リ
ー
ズ　

西
山
英
雄
」
15
分

10
月
の
行
事
予
定

　

兼
六
園
周
辺
文
化
の
森
で
は
十
月
十
五
日（
日
）
か
ら
十
一
月
五
日（
日
）
ま
で「
秋
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ウ
ィ
ー
ク
」と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

◆
い
し
か
わ
文
化
の
日

　

 

十
月
十
五
日
（
日
）
は
石
川
県
民
の
方
は
当
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
を
無
料
で
ご
観
覧
い
た

だ
け
ま
す

◆
映
像
で
み
る
石
川
の
工
芸
作
家

　

日　

時　

十
月
十
七
日
（
火
）
～
十
九
日
（
木
）
午
後
一
時
三
十
分
～

　

会　

場　

県
立
美
術
館
ホ
ー
ル
、
申
込
不
要
、
入
場
無
料

◆
伝
統
工
芸
制
作
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
金
沢
箔
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
菓
子
皿
を
作
ろ
う
」

　

日　

時　

十
月
二
十
一
日
（
土
）
①
午
後
二
時
～
三
時
、
②
午
後
三
時
～
四
時

　

会　

場　

県
立
美
術
館
講
義
室
、
定
員
は
各
回
先
着
十
五
名
、
要
申
込

　

参
加
費　

千
円

　

申
込
は
県
文
化
振
興
課
（
〇
七
六
－
二
二
五
－
一
三
七
一
）

秋
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ウ
ィ
ー
ク

10月前半の展示　8月31日（木）～10月2日（月）　会期中無休

　

国
宝《
土
佐
日
記
》
と
重
文《
餝
太
刀
》
な
ど
、
前
田
家
が
収
集

し
た
珠
玉
の
名
宝
の
展
示
も
会
期
終
盤
と
な
り
ま
し
た
。
今
回

は《
土
佐
日
記
》
を
収
め
る
た
め
に
加
賀
藩
三
代
藩
主
・
前
田
利

常
が
清
水
九
兵
衛
に
作
ら
せ
た《
屏
風
蒔
絵
箱
》
も
あ
わ
せ
て
展

示
し
て
い
ま
す
。『
土
佐
日
記
』
の
内
容
を
暗
示
す
る
よ
う
な
意

匠
構
成
と
、
そ
れ
を
支
え
る
高
度
な
蒔
絵
の
技
巧
は
加
賀
蒔
絵

な
ら
で
は
の
も
の
で
す
。
そ
の
ほ
か
雪
舟
筆
と
伝
え
ら
れ
る
重

文《
四
季
花
鳥
図
》
は
、
室
町
時
代
末
期
以
降
の
大
画
面
花
鳥
画

の
流
れ
を
方
向
付
け
た
様
式
の
典
型
と
し
て
改
め
て
注
目
し
た

い
作
品
で
す
。
さ
ら
に
今
回
は
岸
駒
の《
松
下
飲
虎
図
》
も
展
示

し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
岸
駒
の「
越
前
介
」
時
代
を
代
表
す
る

作
品
と
し
て
、
第
二
展
示
室
で
開
催
中
の「
北
陸
ゆ
か
り
の
画
聖

Ⅱ
」で
展
示
し
て
い
る
県
文《
虎
図
》と
比
較
し
て
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
久
隅
守
景
、
岸
駒
、
佐
々
木
泉
景
の
競
演
と
い
う
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
展
示
点
数
は
少
な

い
で
す
が
、
い
ず
れ
の
画
家
に
も
北
陸
の
地
政
学
的
な
特
質
が

複
雑
に
反
映
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
古
代
か
ら
の
文
化
の
集

積
が
あ
っ
た
北
陸
地
方
で
す
が
、
京
都
や
江
戸
と
の
交
流
、
時
に

は
緊
張
関
係
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
文
化
土
壌
か
ら
個
性

豊
か
な
画
家
を
輩
出
し
、あ
る
い
は
自
在
に
活
動
す
る
場
と
な
っ

た
こ
と
が
今
回
の
展
示
を
と
お
し
て
再
認
識
さ
れ
ま
す
。
ま
た

今
回
は
、
江
戸
時
代
の
画
壇
を
牽
引
し
た
狩
野
派
と
の
関
係
の

視
点
か
ら
、
こ
れ
ら
の
画
家
の
代
表
作
を
比
較
し
て
み
る
の
も

一
興
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
い
ず
れ
も
の
画
家
も
、
文
化
に

よ
っ
て
江
戸
幕
府
に
対
抗
す
る
と
の
方
針
を
明
確
に
打
ち
出
し

た
加
賀
藩
の
文
化
政
策
を
自
覚
し
て
、
誇
り
を
持
っ
て
制
作
に

あ
た
っ
た
よ
う
で
す
。

北陸ゆかりの画聖Ⅱ 前田家の名宝Ⅱ

第2展示室 前田育徳会尊經閣文庫分館
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毎月第1月曜日はコレクション 

展示室無料の日（10月は3日）

今月の開館時間
午前9：30～午後6：00

カフェ営業時間
午前10：00～午後7：00 年中無休

10月は無休で開館しています

前田育徳会
尊經閣文庫分館

第２展示室

平成29年11月11日（土）

 　　　　　～12月17日（日） 百工比照Ⅱ 加賀蒔絵の世界

次回の展覧会

第３・4展示室 第5展示室 第6展示室 １Ｆ企画展示室

優品選

【近現代絵画・彫刻】

東京国立近代美術館

工芸館名品展

陶磁いろいろ

棚の美

【工芸】

第64回
日本伝統工芸展金沢展

10月27日（金）

～11月5日（日）

 《私を捨てないで》 わたしをすてないで　乾漆 堀　義雄　ほり・よしお

高67.5×幅143.0×奥行92.0（cm）　昭和40年（1965）第19回二紀展 大正6～平成28年（1917～2016）

アラカルト ただいま展示中 à la carte　No.24

　

｢

え
っ｣

と
、
思
わ
ず
見
返
し
て
し
ま
い
そ
う
な
タ
イ
ト

ル
の
こ
の
作
品
は
、
形
も
ユ
ニ
ー
ク
で
、
何
か
の
入
れ
物
の

よ
う
な
袋
状
の
造
作
に
所
々
管
の
跡
の
よ
う
な
も
の
が
付
く

と
い
う
黒
々
と
し
た
大
き
な
塊
で
、
艶
消
し
の
漆
の
質
感
と

フ
ォ
ル
ム
が
融
合
し
一
見
、
呪
術
的
な
雰
囲
気
す
ら
漂
わ
せ

て
い
ま
す
。
作
品
は
素
地
に
漆
を
塗
り
重
ね
て
形
を
作
り
出

す
乾
漆
技
法
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

作
家
は
石
膏
や
竹
籠
を
躯
胎
・
芯
と
し
て
、
そ
の
上
に
漆

を
厚
く
塗
り
重
ね
て
形
を
作
り
ま
す
。
作
品
に
は
大
胆
に
穴

や
切
り
込
み
を
空
け
、
円
い
外
側
の
形
で
内
部
の
小
世
界
を

包
み
込
む
独
自
の
形
状
は
、
乾
漆
と
い
う
素
材
・
技
法
の
特

徴
を
生
か
し
て
い
ま
す
。
な
お
本
品
は
単
色
で
す
が
、
多
く

の
作
品
で
は
、
作
品
表
面
を
黒
と
赤
漆
に
塗
り
分
け
、
ま
る

で
生
き
物
や
内
蔵
の
一
部
の
よ
う
な
有
機
的
形
状
に
赤
と
黒

の
色
彩
が
対
比
す
る
不
思
議
な
、
ま
た
劇
場
的
な
空
間
を
創

出
、
さ
ら
に
意
外
性
あ
る
タ
イ
ト
ル
が
相
乗
し
て
独
特
の
世

界
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

作
家
は
、
人
間
本
来
の
姿
・
自
然
な
姿
へ
の
回
帰
を
唱
え
、

タ
ブ
ー
と
さ
れ
が
ち
な
生
殖
器
等
を
モ
チ
ー
フ
の
一
部
と
す

る
作
品
も
制
作
、
人
の
情
念
や
本
能
に
も
真
摯
に
目
を
向
け
、

人
間
本
来
の
在
り
方
や
生
命
感
の
意
味
を
問
い
、
そ
の
根
源

に
肉
迫
す
る
造
形
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

作
家
は
金
沢
市
出
身
。
多
摩
帝
国
美
術
学
校
卒
業
。
吉
田

三
郎
に
師
事
し
、
昭
和
二
十
四
年
日
展
初
入
選
。
昭
和
三
十

年
以
降
、
二
紀
会
に
出
品
。
二
紀
会
評
議
員
を
勤
め
ま
し
た
。

戦
後
一
時
期
、
金
沢
市
内
で
教
員
と
し
て
勤
務
し
ま
し
た
が
、

埼
玉
県
川
口
市
に
移
住
し
、
作
家
活
動
に
専
念
し
ま
し
た
。

特
集

｢

額
か
ら
出
た
絵
画
・
台
座
か
ら
降
り
た
彫
刻
た
ち｣

に
出
品


